
 

ＳＤＧｓ平和と公正をすべての人に 

 

〇16-1 

  あらゆる場所で、あらゆる形の暴力と、暴力による死を大きく減らす。 

 

〇16-2 

  子どもに対する虐待、窃取、人身売買、あらゆる形の暴力や拷問をなくす。 

 

〇16-3 

  各国でも、国際的にも、法律にしたがってものごとが取りあつかわれるようにし、

すべての人が、平等に、争いを解決するための裁判所などの司法を利用できるように

する。 

 

〇16-4 

  ２０３０年までに、法律に反する資金や武器の取り引きを大きく減らし、うばわれ

た財産が返されたり、もとにもどされたりするようにする。あらゆる形の組織的な犯

罪をなくす。 

 

〇16-5 

  あらゆる形の汚職や賄賂を大きく減らす。 

 

〇16-6 

  効果的なはたらきができ、そのはたらきについて十分な説明ができ、だれにでもそ

のはたらきの内容や過程がわかるような公的な機関を、あらゆるレベルで発展させる。 

 

〇16-7 

  あらゆるレベルでものごとが決められるときには、実際に必要とされていることに

こたえ、取り残される人がないように、また、人びとが参加しながら、さまざまな人

の立場を代表する形でなされるようにする。 

 

〇16-8 

  国境を超える問題を解決するための国際的な機関への、開発途上国の参加を広げ、

強める。 

 

〇16-9 

  ２０３０年までに、出生登録をふくめ、すべての人が、法的な身分証明を持てるよ

うにする。 

 

〇16-10 

  国内の法律や国際的な取り決めにしたがって、誰にでも情報を手に入れられるよう

にし、基本的な自由がおかされず、守られるようする。 

 
 1１６のターゲットは基本的人権に関わるもの幅が広く、探究課題や特別活動
での実践に結びつけやすい。従前までの取り組みについて、平和教育を切り口
にして価値づけることにより、探究(総合)と実践(特活)に意味をもたせること
ができる。 


